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「学びのスケッチ」で
リフレクションを促す試み

• 09年度前期授業のSCCリフレクションとして「学びのスケッ
チ」を開発，実施した

• 二つの研究からアイディアをもらう
– ナラティブダイアグラム
– 運勢ライン

• Google Chart APIを用いて開発
– 実装方法
– 工夫点

• 結果：７名（１２名中）が回答
– 具体例＆改善案

• JSiSE研究会にて発表し、いろいろなご意見を頂いた

ランチョンセミナー
登壇者募集の

お知らせ第35話



ストーリー中心型カリキュラム（SCC）とは

• 一連のストーリーに沿って学習教材を提供
（対象：博士前期課程の必修科目）

• 科目間の関連性を強化し、統合的な学習を
実

• 例：カーネギーメロン大学西校での実践
（Roger. C. Schankによる理論提唱者による実現）
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学びのスケッチ
・ストーリー中心型カリキュラム（SCC）にて半年間学んだ博士前期課程の学生に対し

各週の学習経験を「努力」と「得られた成果」で振りかえらせるツール
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「学びのスケッチ」の目的

(1) 学習の振り返りの場の提供

学習者のリフレクションを促進し，学んできたことの軌跡を彼ら自身で
確認させる．

(2) SCC についての改善点の発見

ストーリー展開，課題内容，教授内容，学習支援方略の改善ポイント
を探る．

学習者とストーリー作成者が作成した図を比較し，作成者側が作成し
た意図がどれだけ学習者に伝わっているか，作成者が学生に期待
する経験と学生の経験がどれだけ一致しているかを確認する．

(3) 次年度学生向けの情報収集

次年度以降にSCC を履修する学生に対する履修計画の参考資料と
して今年度の学生がSCC 体験をどのように感じているかを提示する
．
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学習経験の可視化に関する先行研究
ナラティブ・ダイアグラム

• 教育を設計する際に，学生がどのような経験をする
かを全体的に考え，活きた学習経験を作ることを目
指したデザイン手法の一つ

• 作り手（設計者）が学習者の立場になって，展開さ
れる学習を構想する

• 他の ID ツールと併せて利用することが可能

• 設計プロセスのどこにでも追加できる
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・X 軸は時間（学習事象），Y 軸は学習への従事(engagement)
または複雑性(complexity)

・補足説明を挿入（学習経験や学習内容など）
・どの地点のどの学習経験で，学習者が考え，理解を深めようとするのかを整理する

出典：Comparing Visual Instructional Design Languages: A Case Study（p.322）



ナラティブ・ダイアグラム特徴

• 早期段階だけでなく既存の教育を評価することも可
能である

• 「通常の設計」＋「数時間」で，作成できる
– これまでの実践に対する振り返りの時間を挿入すると数
日間は必要となる

• 設計者や設計チームが統合されたデザインを考え
るのに役立つ（学習者が学習活動に従事できるよう
な教育）

• 可視化言語（Visual Instructional Design 
Languages : VIDLs）の一つとして活用できる
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運勢ライン(Fortune Line) 

• 物語における登場人物の感情変容を示すものとし
て見出された（言語学者ラッシュ）

• 一連の場面からなる長い情報に関する理解の程度
を調べようとする際に，伝統的な手法（例：特定の場
面を提示し，それに関する質問を投げ論述させる）
を補助するために考えられた
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図 2  「赤ずきんちゃん」の運勢ライン
出典：子どもの学びを探る（p.138）

・横軸は物語の展開、縦軸はその物語によって異なる
・本事例では、赤ずきんちゃんの幸福感の変化を縦軸に置き、子供の
物語の理解を確認している



運勢ラインを用いる利点

• 学習経過に沿って何度でも繰り返し確認できる
• 各学習者に運勢ラインを書かせることで，学習者間
の理解を比較できる

• 通常言葉にすることが難しい意味合いを，グラフに
おける各部のラインの傾きや曲線の形状で表現さ
せることができる

• 学生の理解を質的に洞察したり，個人の理解を即
座に特定できる

• 対象となる場面の線分の傾きの正誤を得点化した
りする

©2009 根本淳子



二つの先行研究から
• 「学び」を部分的ではなく総合的に捉え，全体
を「グラフ化」し，ストーリー全体の流れや変
化を確認しようとする点は似ている

• 他の教育（設計）手法では読み取れない部分
をそれぞれの手法を用いて汲み取ろうとして
いる

ストーリー型カリキュラムを学んだ経験を振り返る方法とし
て「学びのスケッチ」を開発，実施した
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実装方法

• グラフ描画部
→Google 社Google Chart API（無償）

– 対応：チャートタイプ，色，ラベル，スタイルなどを
自由に組み合わせ

– 非対応：作成したデータの保存や再表示やコメン
ト機能

• 描画活動に必要となるプロット履歴や入力コ
メント等のデータ管理と動的なページ生成
→JavaScript

「学びのスケッチ」用の独自操作画面の作成（HTML＆JavaScript）
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ポイント「５」をデフォルトに設定

ログとしてデータを保存





結果

• 投稿者：７名（１２名中）

– 未回答者４名（５名中）は科目等履修生
→すでに大半の科目を学習済み

– 未回答者１名（５名中）は途中まで作成
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•「努力」と「得られた成果」の評価値は類似
• 「努力」が「得られた成果」を上回る

☺「努力」 > 「得られた成果」 43  件（36％）
☺「努力」 = 「得られた成果」 44 件（37％）
☺「努力」 < 「得られた成果」 18 件（18％）

•評価理由のコメント
•計 52 件(各週に 2 件から 5 件, X=3.47)

（７人×１５週）=（４３＋４４＋１８）件
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(1)  類似したグラフ形状（学生 ２名）

＜５･１０･１１週＞
「ネットワーク上の知的財産権及び私権」

・学習経験あり→比較的楽に取り組
める
「法律系の科目はあまり苦労せずに
取り組めたと思います．
久しぶりに六法を開いて懐かしい気
分になりました．（H）」

「著作権については多少勉強した経
験があったので，内容的には楽だっ
た．手書き課題が拍子抜け．（I）」



(1)  類似したグラフ形状（学生 ２名）

＜１２・１３週＞
「学習支援情報通信システム論」

・基礎知識あり→ゆとりもをって取り
組めた

「実習は楽しいですね．来期も技術
系の科目は積極的に受講していこう
かな．（A）」

「開発経験はあるが，Flash と VOD は
初めて．さわりだけしかやらなかった
が，どんなものかイメージ
はできた．（B）」



(2)学習した週は高い満足（学生 O）

・約 2/3 に中間地点の「5」
→科目等履修生として複数

の科目が既習済み（対象外）

・残り 1/3に最大値の「10」
→今期学習した週のほとんど

がハイスコアであり，満足して
いる様子



最終週の課題の見直し

・ 課題内容：前期の学びを活用し，振り返りな

がら（架空の）新事業部概要書を作成する
（前期 SCC の集大成として設計）

・「努力」に対する点数は平均的

・「得られた成果」は8 番目

改善の余地あり
・自信が持てる

・知識を活用できる
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発表で頂いた意見

• 携帯で実施する予定はあるか
• 教員の介入、学生間相互コメントなどは検討しているか
• グラフに用いた二つの視点（「努力」と「得られた成果」）を選

択した理由
• 実施者が想定するグラフの形は？

– 波があってはいけないのでは？

• SCCの成果を確認することが、「学びのスケッチ」利用する
最大のするべきだと思うが、SCCらしさをどの様に（どの部分
で）確認しようしているのか
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ランチョンセミナー登壇者募集のお知らせ

• 資格：誰でも（資料と録画が公開されることに合意できる人）
• 話題：eラーニング推進機構の業務やIDに関係すること

– かなり広い意味で、です。

• 報酬：賞賛と鋭い質問＋タダメシにありつけるかも
– あなたの業績一覧に書くこともできます（誰も評価しないでしょうが）

• 形式：ランチョンセミナープレゼンスタイルに従うこと
– １枚目にリンク付の要約を用意する。
– リンク：２枚目以降へのリンクと外部資料へのリンクを含められる。
– 発表者は１枚目を５－１０分程度で話す。
– ２枚目以降には補足資料を用意する。
– ２枚目以降は参加者の求めがあった場合に限り、求めに応じて表示

することができる。


